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１．はじめに

　　

　　1993年のチェコ・スロバキア連邦共和国の分離後、スロバキアは独自の道を歩み始めた。共産主義政権崩壊後、頭角を現してきたメチアル首相（当時）がスロバキアの政治をリードし、98年に政権交代が行われるまで、ほぼ一貫してこのような状態が続いた。しかし、メチアル政権末期にはその非民主主義的政治手法が西欧諸国の非難を受け、スロバキアは政治的孤立を経験した。

メチアル政権からズリンダ政権に代わりスロバキアの政治・社会情勢はど

のように変化したのか、また、2002年の総選挙の結果、第一次ズリンダ政権は国民によってどのように評価されたのか、現在のスロバキアの政治傾向にはどのような特徴が見られるかを考察することが主な課題である。

２．メチアル政権の崩壊とズリンダ連立政権の成立

（１）メチアル政権の崩壊とモラウチーク内閣

　 1992年の総選挙に勝利し、チェコとスロバキアの解体をクラウス・チェコ首相との間で決めたメチアル首相は、1993年の独立後も引き続き、自身が党首を務めるHZDS（スロバキア民主擁護運動）
・SNS（スロバキア国民党）
連立を組んで、政権を担当していた。

しかし、1994年、メチアル首相の強引な政策運営に反発したHZDS内の反メチアル派が離党し、与党は議会での多数を失った。その結果、内閣不信任   案が可決され、第2次メチアル内閣は倒れた。そのため、選挙までの一時的な政権としてKDH(キリスト教民主運動)
、SDL（民主左派党）
、DU（民主連合）
からなる連立政権が成立した。首相にはDUのモラウチークが任命された。また、ズリンダ現首相が運輸相を務めていた。イデオロギー的にはまったく統一は取れていなかったが、連立政権は政治的安定をもたらし、少数民族の権利の擁護、近隣諸国との関係改善、経済改革の加速などを実行し、対外イメージは一気に改善した。
この内閣は短命ではあったが、社会主義政権の崩壊以来継続していたメチアル政権から初めて政権交代が行われたという点で画期的であった。また、ハンガリー人諸党
が閣外協力という形で初めて与党政権に協力することになった。

　モラウチーク内閣は総選挙までの半年間政権を維持し、1994年9月30日、10月1日の二日間にわたり投票が行われた。その結果、HZDSが再び議会第一党となり
、SNS、ZRS（スロバキア労働者連盟）
と連立を組み、メチアル党首が再度首相に任命された。
（２）第三次メチアル内閣

　メチアル首相は再び政権の座に就いたが、連立を組むSNSなどの要求もあって、国内のマイノリティ対策などの予算を削減し、ハンガリー語などの少数民族言語の公的な場での使用を制限する「言語法」を成立させるなどマイノリティへの弾圧を強めたため、国内の民族対立が先鋭化し、結果として隣国のハンガリーとの関係も悪化した。

　また、政治的には野党の支持を受けていたコヴァーチ大統領との確執もあり、95年8月には、首相の傘下にあったSIS（スロヴァキア国家情報局）の手によるとの疑惑が残ったコヴァーチ大統領子息誘拐事件が起こり、両者の関係は更に悪化した。1998年3月にコヴァーチ大統領は5年の任期を満了したが、与野党からの幅広い支持を得られる新たな大統領は選出されず
、大統領は空位となった。そのため、憲法規定により、首相と国会議長が権限を分担して大統領職を代行することとなり、メチアル首相の強権的な政治はさらにエスカレートしていった。

　

（３）ズリンダ連立政権の成立

　３－１．SDK（スロバキア民主連合）連合成立の経緯

　SDK
はKDH、DU、SDSS（スロバキア民主社会党）
、DS（民主党）
の4つの政党が連合して、ひとつの政党として立候補した特殊な連合であった。この背景には、メチアル政権時代に行われた選挙法改正
によって、連合政党の議会入りは限りなく困難になってしまったため、選挙のための一時的な措置として、各政党が集まってSDKという政党として立候補した、という事情があった。そして、このときSDKの中心となったのがズリンダ選挙委員長で、SDKはメチアル政権の非民主主義的性格を批判し、反メチアルキャンペーンを大々的に行った。このとき、民放のマルキーザ・テレビはSDK側のキャンペーンに協力した。一方、HZDSもメチアル党首のイメージを前面に活用し、国営のスロバキア・テレビを自身の政党の看板として利用し、派手な選挙運動を繰り広げた。

1998年の総選挙は前回1994年の総選挙時、投票率が76％だったのに対し、今回は84％と大幅な伸びを示しており、この選挙への国民の関心の高さがうかがわれる。選挙の結果、HZDSが27％、43議席を獲得して第一党の地位を守り、慣例によってHZDSが組閣指名を受けたが
、前回連立を組んだSNS（支持率9.07％、1４議席）との協議がうまく進まず、他の議会内政党
は選挙前から大々的な反メチアルキャンペーンを行っていたため、連立相手を見つけることができず、結局HZDSは組閣を断念した。　　　
　　　

３－2．ＳＤＫと連立した政党

　HZDSが連立工作に失敗したあと、組閣指名を受けたSDKのズリンダ選挙リーダーは政治的には中道右派のSMK（ハンガリー系連合党）
、共に左派系であるSDL、SOP（市民理解党）
と連立を組み、連立協定の準備に入った。
SMKは国内で人口の約10％強を占めているハンガリー系住民の利益を代表する三つの政党
が総選挙のために新たに連合を結成して作った政党で、政治的には中道右派。それまで与党入りした経験はなかったが、政党としての安定性は高かった。

SDLの前身は社会主義時代の共産党であるが、社会主義政権崩壊後は社会民主系政党を目指し、連立与党内ではSDKに次ぐ議席を有していた。

最後に、シュステル大統領が中心となって作られた新しい政党であるSOPは、中道左派で、与党内での勢力は最も小さいが、SDLとは異なる政党色を持っていた。

こうして1998年11月、ズリンダ内閣が発足したが、その内部は必ずしも安定していなかった。まず、左派（SDL、SOP）と右派（SDK、SMK）の政治的政策の違いがあり、スロバキア政党（SDK、SDL、SOP）に対するマイノリティ政党（SMK）の利害対立、与党内の二大勢力であるSDKとSDLとの連携に対する小政党（SMK、SOP）の対立など、それぞれ異なる問題が複雑に絡み合っていた。
　　

３－3．連立協定の概要

　大連立を組むことを余儀なくされたズリンダ政権の連立協定は紛糾を極めた。特に内政問題に関して、各政党間の政党綱領の差があまりにも大きく、左派（SOP、SDL）、右派（SDK、SMK、KDH）のふたつに大きく分かれ、話し合いは平行線のままであった。また、マイノリティ問題に関してはSMKが他の政党から孤立する形になった。

　ズリンダ内閣の主要目的は「スロバキアの再生」
であった。具体的には、民主主義国家の再生、汚職追放、経済再建、市場競争力の発展、環境保全、市民社会の発展、OECD、NATO、EU加盟を目指すという、たくさんの難題を抱えていた。

この政府綱領の中で、前政権を評して「この時期は、経済的に困難で、組織犯罪が増加し、公正意識は低下し、あらゆる問題が全く解決されなかった」時期であったとしている。
　

ズリンダ政権はゼロからのスタートではなく、実質的にはマイナスからのスタートを迫られていた。そのため、ズリンダ政権のスタートは目の前に山積みにされた多くの課題をひとつずつ克服することから始められた。

３．ズリンダ第一次政権


（１）外交

１－１．ＥＵ加盟交渉開始

　メチアル政権の非民主的政治が国際的な非難を受け、コペンハーゲン・クライテリアをクリアしていないとして、1998年のルクセンブルク・EU会議でスロバキアはＥＵ加盟候補国として承認されず、加盟交渉を始めることができなかった。
しかし、同年秋にズリンダを首相とする連立政権が成立し、「西側への回帰」を目指して外交努力を続けた結果、翌年のヘルシンキ会議では、バルト諸国などと共に加盟候補国の仲間入りを果たした。

　当初はアキ・コミュノテールの交渉を終えた国から順次EUに加盟する方法が考えられていたが、EU内でビッグ・バン方式が提唱され始め、加盟交渉終了のめどがつくと思われる加盟候補国10カ国（ブルガリア、ルーマニアを除く）が一度に加盟する方法が有力視されるようになった。

　その中でスロバキアは数々の交渉を次々とクローズし、1997年に交渉を開始したチェコ、ハンガリーなど、他の加盟候補国に追いつくまでになった。特に、法整備面での進展が顕著であったが、他方、行政改革は立ち遅れ、特に農業、地域政策、行政組織間協力の分野での構造上の脆弱さが指摘され、行政能力の強化面でも更なる改善の余地が指摘されていた。

1－2.　OECD

　2000年7月にスロバキアは30カ国目のOECD加盟国入りを果たした。スロバキアはこのOECD加盟によって、メチアル政権時代に孤立してしまった国際社会への復帰を認められるとともに、先に加盟していたチェコ、ハンガリー、ポーランドと並んで、ポスト共産主義国の中でも最も資本主義化の進んだ国の仲間入りを果たした。これによってスロバキアは国際社会での地位を確立し、外国投資誘致の機会も拡大した。

1－3.　NATO加盟

　メチアル首相の非民主主義的な政治が欧米諸国からの強い非難を受けていたため、1997年のNATOサミットにスロバキアは招待されなかった。一方、スロバキア以外のV4諸国は招待を受け、このとき正式加盟が決定され、スロバキアのみが取り残される形になり、国際的孤立がさらに深まった。

しかし、1998年にズリンダ政権が誕生し、外交政策の転換を行った結果、西欧諸国に対するスロバキアの評判は高まった。

それに加え、スロバキア加盟のための外的条件もかなり変化していた。例えば、以前連邦国家を形成していたチェコのハヴェル大統領（当時）は、地域包括的な安全保障の問題を考えるよう訴え、プラハでのサミット開催を提案し、スロバキアのNATO加盟のために尽力した。

また、2001年9月11日、アメリカで起こった同時多発テロ事件以来、アメリカを筆頭に世界的規模でテロの脅威を再認識し、テロに対する集団の安全について真剣に考えるようになった。これを受けてロシアもNATOとの特別な関係を構築するための努力を始め、NATO拡大の布石が作られていった。

こうして、スロバキアのNATO加盟のための条件はほぼ整った。しかし、スロバキアで民主主義が行われていることを示すための最終的な試金石として、11月のサミット直前に行われる総選挙の結果、そして、誰が政権につくかが重要であると考えられていた。
　

（２）内政

１－１．財政･経済

　メチアル政権時代のばら撒き財政によって膨れ上がっていた財政赤字を解消するため、ズリンダ政権は当初、緊縮財政を強いられることになった。政府綱領の財政分野では、財政の透明化、民主化、脱中央集権化などが目標に掲げられた。
財政の透明化は一定程度達成され、99年以降、財政赤字も抑制されているが、地方自治体施行後の権限委譲を伴う財政の分権化などはほとんど進展が見られないなど、達成度にばらつきが見られる。

また、2001年からは総選挙に備えて支出を増やし、財政再建は一時停止された。

経済面では内需、輸出共に成長を続け、さらに外国投資も増えた結果、実質GDPも順調に拡大し、安定成長の時期にある。しかし、依然として失業率は20％前後と高く、特に東西の格差が著しい。

１－２．地方自治

2001年に地方自治体法が可決され、地方の領域及び行政組織の変更が決定し、EUの地方自治制度に見合った新しい制度が発足した。もっとも重要な変更は、県（上級地方自治体）への地方自治の導入である。

同年12月には県レベルで初めての地方選挙が行われた。しかし、投票率は平均で２５％程度と大変低かった。その原因としては、政府の広報不足によって、県レベルにおける地方自治という観念が国民に浸透せず、関心が大変低かったと考えられる。

これまでの中央集権的機構から、徐々に地方へ権限委譲をし始めたが、実際には移行は思ったほどスムーズに進んでいない。財源の問題を初めとして、地方では郡などの国の下部機関と地方自治体とが重複しており、郡は順次廃止が検討されているが、解雇される職員の去就の問題など課題は多い。

１－３．司法

司法の分野でもメチアル政権時代に腐敗が進んでおり、裁判官の独立が守られない、あるいはきちんとした法手続きが行われないなど司法の公正さが保てない状態が続いていた。また、政府の意向によって、当然起訴されるべき人物が逮捕・起訴されないなど法支配の面でもスロバキアの民主主義は整っていなかった。

ズリンダ政権になってチャルノグルスキー法相に代わると、OSN、欧州評議会、国際司法裁判所などの基本的な同意を得て司法制度の安定化に着手し、司法の独立も守られるようになった。また、オンブズマン制度が採り入れられるなど、一定の成果が見られたが、裁判の迅速化など課題は多い。

１－４．社会保障

社会保障の分野は特に難題を抱えていた。メチアル政権期に放置されていた数々の社会改革を進めることがズリンダ政権の急務であり、抜本的な社会保障制度の見直しが必要とされていた。しかし、失業率は相変わらず高く、緊縮財政を強いられていたズリンダ政権下では有効な対策を取ることができず、逆に年々失業率は上がっていき
、失業保険の負担は大きかった。

また、それと並び、大きな問題であったのが、年金制度であった。この分野でも社会主義時代の制度が依然として残っており、国庫の負担を減らすためにも大改革が必要であった。しかし、社会保障担当のマグワシ大臣はSDLであり、何度か改革案を提出したものの、いずれも社会的に大きな反対にあい、改革は遅々として進まなかった。

　それから、ズリンダ政権は医療の全ての人への無償提供、質の改善を公約としていたが、現行の健康保険制度では国の財政負担は増える一方であり、その負担を少しでも減らすため、物･人の両面でサービスが低下し、質の高い医療の提供は望めなかった。
社会保障改革同様、健康保険制度も改革が求められていたが、コンセンサスが得られず、問題は棚上げされてしまった。
１－５．大統領選挙

　ズリンダ政権は、1998年のコヴァーチ前大統領の任期満了以来空白であった大統領の席を埋めるため、大統領選挙制度の憲法改正に着手した。従来の憲法では、議会の5分の３以上の賛成が必要であり、メチアル政権下では大統領に選出される人物が現れなかった。そのため、選挙公約でもSDKは大統領直接選挙制度の導入を掲げていた。そして、1999年1月に憲法は改正された。

　春には大統領選挙ではHZDSのメチアル党首とコシツェ市長でSOPから出馬したシュステル候補者が決選投票に進んだ。SDKら連立与党はシュステル候補者をそろって支持し、57％の得票率を挙げて、大統領に選出された。

　　
４．2002年選挙戦　

（１）選挙前の新党の結成

１－１．ＳＤＫＵ（スロバキア民主キリスト教連合）
－ＳＤＫ

　1998年の総選挙でメチアル首相の再選を阻止する目的で結成されたＳＤＫは政権獲得後、もともとの母体となっていた各政党間の関係が悪化し、利害対立が目立つようになった。これを背景にKDHの一部とDUの一部のメンバーを中心に、2000年1月、ズリンダ首相が党首となってSDKUを設立した。ズリンダ政権の閣僚でSDKに属していた人のほぼ全員が同党に籍を移した。その成立経緯からもわかるとおり、SDKUは政治理念そのものよりも、他の連立与党との関係を重視し、政権安定を保つために妥協点を探すことに関心を示した。もともと政治的には民主キリスト教系とリベラル系が共存していたが、よりリベラルな政党であるANO（新市民連盟）
が設立されると、SDKUは民主キリスト教的色彩の強い政党へと方向転換した。

SDKUの設立後、保守派が中心になったKDHやSDKUのメンバーに入らなかったメンバーが残ったDSなど、各政党へと分裂し、SDKは有名無実な存在となった。

１－２． SDA（社会民主オルタナティヴ）
－ＳＤＬ
1998年のズリンダ政権成立以来、左派政党として右派中心の与党と連立を組んでいたSDLは、社会保障などの分野で思ったような改革の成果を挙げられず、2000年、シュメグネロヴァー前蔵相、ヴァイス外務委員長等が離党し、SDAを結成した。SDLのフターチニク教育相は辞任した後、SDLから離党し、SDA党首に就任した。
　　
１－３．ＨＺＤ（民主擁護運動）
－ＨＺＤＳ

7月のHZDS党大会でメチアル党首は、9月の総選挙のための選挙人名簿を発表したが、その中にはガシュパロヴィチ副党首（当時）を初め何人かの有力議員の名前が名簿から外され、党の要職についていたものは任務を解かれた。彼らにとってこのような話は全く寝耳に水のことであり、名簿からはずされた理由についても特に説明はなかった。メチアル党首はこれまでも自分の権力を脅かす地位を持つものが現れると、彼らにあらゆる嫌疑をかけ、即刻処罰ないしは冷遇する、という措置を取り続けてきた。しかし、ガシュパロヴィチ副党首は長年メチアル党首を支え、特に地方に大きな基盤を持ち、かつ、党の集金力を一手に担っていたため、このメチアル党首の独断は党内外に大きな驚きの念を呼び起こした。

ガシュパロヴィチ副党首らは初め、態度を保留していたが、まもなくHZDSを離党し、新党民主擁護運動（HZD）を結成した。党首にはガシュパロヴィチ氏が就任した。

１－４．ＰＳＮＳ（真のスロバキア国民党）
－ＳＮＳ

2000年9月、スロバキア国民政党であるSNSは、酒に酔って暴言を吐いたスロタ党首を解任し、新たにマリーコヴァー副党首を党首に立てた。

それに対し、スロタ氏は数人の有志を集めてPSNSを設立。院内クラブも分裂し、党首はスロタ氏が務めている。

１－５．ＡＮＯ

スロバキア民放・マルキーザTVのオーナーであるルスコ氏が中心となって設立したリベラルな政党。メチアル政権期にＳＴＶはHZDSの政治的宣伝に使われており、98年の選挙時にマルキーザＴＶはその反対にHZDSと対立する野党を応援した。政党色としては右派に位置し、市場経済志向が強く、中心的な支持層は企業経営者などである。
後者のSmerに比べればワンマン政党であるイメージは薄いが、メディア戦略をうまく使って人気を得ている政党である。
１－６．Ｓｍｅｒ（方向）

SDLから離党したフィツォ議員を中心に1999年に設立された新党。Smerは野党勢力としてズリンダ政権のみならずHZDSなども批判し、フィツォ党首は最近の世論調査
で「最も信頼できる政治家」のトップとなっていることからもわかるように、彼自身の人気振りが目立つポピュリスト政党である。しかし、政党色は薄く、フィツォ党首自身も2001年3月にはSmerを選挙まではイデオロギーのない、プラグマティックな政党としておきたい旨述べていた。しかし、同年末になると「第三の道」と題するマニフェストを公表し、フィツォ党首はこの内容について、「左派と右派の共存」であると説明しており、表面的には社会民主政党を目指しているようであるが、依然として政党色は明確になっていない。
１－７．ＤＳ－ＳＤＫＵ

　投票日直前になっても支持率が低く、議席獲得を望めないと考えたＤＳのカニーク党首はDSの政党としての立候補を取り下げ、ＳＤＫＵを支持することを発表した。これによってSDKUとの選挙協力体制は出来上がり、DSの支持者はSDKUに投票するようにという呼びかけを行った。

　

（２）2002年選挙戦　　

2002年秋の総選挙はEU、NATO加盟という大きな外交問題を抱え、各政党とも政策上の違いは出にくかった。メチアル党首の続投をめぐる戦いが繰り広げられた前回の総選挙と比べ、今回は、そのような世論を二分するような戦いは見られなかった。ほとんどの政党がEU、NATO加盟に賛成であり、政党の独自色もあまりなく、イメージ先行の選挙戦となった。

各政党はイメージキャンペーンを行い、各政党の副党首に女性を起用して、マスコット的存在として活用するなど、今までの選挙戦のイメージとはだいぶ変わった。しかし、政策に関しては目玉となるべき争点がなく、選挙民はどの政党に投票するべきかを政策によって決めることは難しくなっていた。

　　各社の行っている世論調査では、8月末頃から、それまで首位の座を守っていたHZDSに代わり、Smerがトップを取るようになり、続き、HZDS、ハンガリー系住民から安定した支持を得ているSMKなどの順となっていた。Smerのフィツォ党首は派手なキャンペーンを行い、徐々に人気を得ていった。また、SDAの若い層を中心にした「ヤングSDA」というグループは、徴兵制廃止、麻薬撲滅など、若者層をターゲットとした急進的な政策を主張していたが、その派手なキャンペーン活動が高じて、党執行部との間に軋轢が生じる、という事態も起こった。

　　選挙終盤になると、Smerのフィツォ党首は、他の全ての政党を批判し、EU加盟についても疑問視し始めるなど、以前とは異なる政策を取り始めた。そのため、言動に一貫性がなくなり、選挙民に対する強いインパクトがなくなってきており、以前ほどの勢いはなくなってきていた。

　　一方、前回の選挙ではメチアル党首のイメージを前面に出し、派手なキャンペーン活動を行ったHZDSは、今回、まったく異なる選挙戦を繰り広げた。メチアル党首は選挙期間中ほとんど表だった活動をせず、どちらかというと、HZDSの一メンバーというイメージを持たせるようにし、比較的地味なキャンペーンを行った。
（３）選挙結果
　３－１．投票率

　　9月20、21日の二日間にわたり選挙が行われ、即日開票が行われた。投票率は1989年以後、最低の70.1％であった。前回の84.2%という高い投票率と比べると、かなり投票率は落ちているが、近隣諸国と比べると、比較的高い数字であるといえる。

1998年と今回の地域別投票率を比較すると、スロバキア東部で目だって投票率が落ちている。94年に66.2％という史上最低の投票率であったブラチスラバとコシツェの大都市を除けば、ほぼすべての地域で投票率は史上最低であった。この原因としては、前回のようにメチアル党首のHZDS対反メチアル陣営の野党といった明らかな図式がなく、これといって国民の関心を呼び起こすようなテーマがなかったことと、メチアルHZDS党首のカリスマ性がなくなってきたことも関係しているであろう。

　　　
３－２．総合支持率

選挙の結果、第一党の座を占めたのはHZDSで、得票率19.50％、33議席を獲得した。
第2党は、事前の予想に反して15.09％と高い得票率を得た、前与党のSDKU（議席数28）であった。その次が、新設政党のSmerで、25議席（得票率13.46％）であった。Smerは事前の世論調査で高い支持率を獲得し、HZDSと同等、場合によってはそれ以上の数字を得ることもあったが、実際の選挙では票が伸びず、第3党に甘んじた。続き、ハンガリー系政党であるSMKが、11.17％と安定した得票数を得て、国会に20議席を確保した。KDHとANOはそれぞれ得票率8.25％、8.01％で15議席ずつ獲得し、最後にKSSが得票率6.33％で、11議席を得て、89年以降初めて院内政党となった。

また、前回SNSとして議席を持ち、後に分裂したSNSとPSNSは得票率が共に３％台で、議席獲得に必要な1政党5％以上という規定を満たすことができず、議席を得られなかった。

前回SDKUらと共に与党を形成していたSDLから分離したいくつかの左派系政党は得票率がかなり低く、いずれも国会入りを果たせなかった。

３－３．地域別政党支持率

まず、大まかに都市と地方の政党別支持率の比較を試みる。

地方住民の支持を最も得たのはHZDSで、その次にはSMKが支持を得た。
KSSも都市と比べるとやや高い支持を得ている。一方、SDKUは低調にとどまり、Smerもそれほど票を得られなかった。
　
一方、都市住民は、SDKUが最も支持を集め、HZDSも順調に得票率を挙げた。それに比べ、都市型政党と見られたSmer、ANOは全国総合とほぼ同程度の支持率を示しているが、上の二政党に席を譲った形になった。

都市と地方の比較で見ると、比較的大規模なキャンペーン活動を行っていた前与党のSDKU、そして新規政党のSmerやANOといった政党が都市部で強く、SMKやKSSなどの地方に強固な基盤を持つ政党が地方で票を集めている。HZDSは両方で一位であるが、やはり地方に強固な基盤を持っているので、地方のほうでより多くの支持を集めている。
３－４．県別支持率
8つの地方別で得票率を比較して見ると、ブラチスラヴァ、コシツェという大都市を抱える地域ではSDKUが最も得票を集め、トレンチーン、ジリナ、バンスカー・ビストリツァ、プレショウの4県では従来どおりHZDSが勝った。また、トルナヴァ、ニトラではSMKが勝っている。バンスカー・ビストリツァ、コシツェでもSMKは2位を取っているが、これはハンガリーと国境を接するスロバキア南部に、ハンガリー系住民が多数在住しているためであり、南部と北部ではSMKの得票率に大きな差が見られる。

HZDSは全体の約半数の県で1位を取り、それ以外の地方でも、いずれも3位以内には入っているが、前回の総選挙に比べ、弱体化が目立った。スロバキアの総選挙は全国1区制であるため、特に、票数が多く集まるブラチスラヴァ、コシツェなどの大都市でSKDUに席を譲ったことが、大きな敗因であろう。

Smerは各地方でほぼ12～13％台の結果で、まんべんなく２、3位につけたが、プレショウ、コシツェ県では他の政党の集票力が強かったために上位に食い込むことができず、東部で弱かったといえる。

　また、独立後初めて院内政党となったKSSの支持が最も高かったのはプレショウで、失業率の高い地域ほど、つまり、西部では低く、東部に行くほどKSSの支持が高くなっている。
　

３－５．男女別政党支持率

　男女別の統計では、総合結果と比してそれほど大きな違いは出ていない。男性の得票率で最も高いのはHZDSで、続いてSDKU、Smerという順に、その他の政党の得票率も、総合結果とほぼ同じ率を示している。また、SNSよりPSNSの支持が高い。
　　　　　　　　　　　　　

一方、女性でもトップはHZDS、次がSDKUなど、ほぼ順番は男性と同じであるが、若干の支持率に違いが見られる。

例えば、男性ではＫＳＳの支持が女性に比べやや高いのに対し、女性はＳＤＫＵ、ＫＤＨへの支持がやや高めとなっている。
３－６．年代別政党支持率

若年層の支持率の特徴としては、明らかなHZDS離れが見られることが挙げられる。一方、前政権の与党の中心であるSDKUの人気が最も高く、新設政党のSmer、ANOなども高い支持率を示している。HZDS以外では、KDH、KSSといった既存の政治色を強く持つ政党に対する支持率は低調となっている。

中年層の支持は総合結果とほぼ同じ結果を示している。

高年齢層には、HZDSの人気がかなり高く、KDH、KSSなどの強固な地盤を持っている政党も高い得票率を示している。それに対して新規の政党であるANO、Smerなどは支持率が他と比べて目立って低く、高年齢層に十分知られる機会がなかったことが原因であると思われる。

　以上から、若い層に支持が高いのはSDKU、Smer、ANOなど、都市で人気の高かった政党と一致している。一方、地方で支持が厚いKSS、KDH、HZDSなどは同時に高年齢層の票も得ている。

３－７．職業別支持率

学生の支持率が目立って高いのはSDKUである。学生の場合、若年層の得票率以上にこの傾向が顕著である。Smerも平均よりは支持が高い。一方、KSS、HZDSへの支持は極端に低く、派手な選挙キャンペーンを行って話題を振りまいたSDAもわずかながら、左派勢力として支持を受けたと思われる。

年金生活者の得票を集めたのは、高年齢層と同様、HZDSであった。また、KSS、KDHも高い支持率を示している。一方、Smer、ANOなどの新政党は支持率が低迷している。

　失業者の支持を最も多く集めたのはHZDSで、SMKも比較的支持が高い。一方、SDKUは支持率が低く、KSSも他と比べて目だって得票を伸ばしているとはいえない。

農業経営者の支持率で最も顕著なのは、SMKへの支持率が高いことである。この要因として、南部の平野部に農業経営者が多いこと、そしてその地域とほぼ重なるように、ハンガリー系の住民が多く居住していることがあげられる。ここでも支持率のトップはHZDSであるが、KSSも10％と高い得票率を示した。左派であるSDLも他と比べて多くの得票率を挙げている。それに比べて、右派政党であるSDKU、ANOは得票率の低さが著しい。

労働者の支持を最も集めたのはHZDSであるが、選挙直前になって左派の色
合いを強めたSmerも比較的高い支持を得た。急進的な共産主義色を前面に出しているKSSへの支持も高い。一方、SDKUは支持率がかなり低く、KDHも他の平均を大きく下回っている。

 会社員では、SDKUが最も多くの支持を集めた。続いて、Smer、KDHも比較的高い得票率を示している。一方、HZDSは低迷し、KSSもあまり票を伸ばせなかった。

管理職の支持率では、SDKUがかなり高い支持を得た。KDH、Smerも比較
的高い支持率を示している。その中で、SDAが3％の支持を集めていることは興味深い結果である。一方、HZDSは支持が低く、ANOも思ったほど票を伸ばせなかった。

 事業主・小売店経営者もSDKUが高い支持を示した。SMK、ANOも大きく支持を伸ばしたが、Smerはそれほど多くの票を獲得できなかった。

職業別の結果では、学生、会社員、管理職、事業主、小売店経営者などでSDKUが高い支持を得ている。一方、農業経営者、労働者、年金生活者などは従来どおりHZDSが高い得票率を得ており、また、KSSへの支持も強い。　

３－８．教育水準別支持率

義務教育修了者の中では、HZDSが最も多くの支持を集めた。次に多いのはSMKで、KSSも高い支持率を示している。

　高等教育を終了した者の支持率は大変興味深い特徴を示している。HZDS、SDKU、Smerへの支持率が15～16％でほぼ同じであり、支持傾向の分散が見られる。

大学を卒業した、いわゆる教育水準の高い人々の支持を受けているのはSDKUで、特にそのダントツ振りが目立っている。一方、HZDS、KSSへの支持は低く、SmerやANOなどの新規政党もそれほどの支持を得られなかった。そのほかに目立つ特徴としては、ラディカルな公約を掲げた大々的なキャンペーンを行って話題を集めたSDAへの支持が比較的高いことが挙げられる。

３－９．比較結果

　　各政党別に支持率の高いところの特徴を並べると、以下のようになる。

今回も第一党の座を確保したHZDSを支持しているのは、比較的年齢の高い層で、地方に住んでおり、農業経営者、労働者、年金生活者など教育水準もあまり高くない層の人たちである。KSSへの支持もHZDSへの支持と同様のところがあるが、HZDSは中西部を基盤としているのに対し、KSSは東部で比較的支持が高い。

　また、KDHも地方で強く、高年齢層、年金生活者の間で支持が高い。また、会社員や企業管理職にも強いところが見受けられる。

　　今回予想以上に高い得票率を挙げたSDKUは、HZDSと全く対照的で、都

市型政党であり、年齢層は比較的若く、企業経営者など資本主義化の恩恵を　

受けている層に人気が高い。

　　SmerもSDKUと同様に都市型政党で、学生など若年層の支持が高いが、企業管理職、企業経営者など事業主、小売業経営者の票も集めている。また、Smer自身が左派的色合いを強めた結果、労働者の支持も集めている。

　　新規政党であるANOも都市型だが、Smerと異なり、リベラル色が高く、若年層と企業経営者の支持が高い。

　　ハンガリー系政党であるSMKはハンガリー系住民が多数居住している南部での支持が目立って高く、職種も農業経営者、事業主・小売業経営者などが多い。
５．ズリンダ第二次政権

（１）ズリンダ第二次政権の成立

　　選挙で予想以上の勝利を収めたズリンダ首相は、第一党であるメチアルHZDS党首が政権作りを断念すると、大統領から命を受け、早速政権作りに着手し始めた。まず、議会第3党であり、選挙戦終盤には他の全ての政党に批判を繰り返し、自身の政党への支持を取り付けようとしたSmerを退けた。そして、SDKU、SMK、KDHは前政権からの引継ぎ、新政党としてANOが加わって、四党連立政権が10月に誕生した。前政権に比べ、ＳＤＬが抜けた分、中道右派で統一された政権であるといえる。

　　SDKUはズリンダ首相を初めとして、前政権期の閣僚の主要メンバーを引き継ぎ、連立与党をリードする存在である。前政権期からの特徴を引き継ぎ、世俗的な民主キリスト教系の政党として、最も強い発言力を持っている。今回は特に都市部、教育水準の高い層からの支持を受けた。

　　SMKはもともと、ハンガリー人系の三つの党が選挙協力のためにひとつの党として立候補し、前政権から初めて与党に加わった。今回もハンガリーと国境を接する南部地域で安定した得票を得て、与党第二党になった。ハンガリー系スロバキア人の利益を代表する政党であるが、政治的には中道右派、民主キリスト教的傾向も強い。

　　保守系右派であるKDHは家族、宗教、道徳などの伝統的価値に重点を置いている。前回の選挙では、SDKとして立候補し、その後SDKUの創設で分裂すると、SDKの中でも保守派がKDHに残っていたが、その政党色を強めるため、最近は特に保守的傾向を強く打ち出し、地方にも広く支持基盤を持っている。
　　新たに参加したANOは社会的、経済的にリベラルであり、他の三党と違い、キリスト教色は打ち出していない。党首自らが企業家で、自身の所有するTVの効果をフルに使い、一般国民に強くアピールした。右派でも特にリベラル層からの支持を受け、今回与党入りを果たした。

　　また、労働・福祉・家族相のポストは数々の改革を行う必要がある困難さが予想され、SDKUポストであることは決まっていたが、なかなか大臣候補者が決まらなかった。結局SDKUは自身の政党内から候補者を出すことをあきらめ、選挙直前にSDKUへの選挙協力体制を表明したDSからカニーク党主を指名した。

　　

（２）外交課題

　まず、ズリンダ政権の第一の課題は間近に迫った11月のプラハNATOサミットでのNATO加盟、および12月のコペンハーゲンEUサミットにおけるEU加盟交渉終了であった。それから、近隣であるV4諸国との関係の親密化などが重要課題である。

　　

（３）内政課題

　第二次ズリンダ政権の課題は主に内政に重点が置かれることになった。具体的には、連立協定に示されているように、数多くの改革が目標に掲げられている。

前政権から引き続き行われている行政制度改革では、地方自治体の設置後の問題、権限委譲の促進や行政の簡素化などが主な目的となっている。また、健康保険制度は何度も改革案が示されてきたが依然として法案通過にいたっていない。しかし、財政状況を考えれば改革は必須であり、国民への負担が増加すると考えられる。税制では、大まかに直接税から間接税収入の割合を増加させる政策が掲げられ、一律課税も構想に含まれている。最も困難の予想される社会保障制度では、まず年金制度だが、財政との絡みもあり、国家負担の割合を減らす方針が挙げられている。そのため、失業保険の改正なども挙げられている。教育制度については、大学の機構改革、また、大学の授業料徴収など具体的な改革が検討されている。

　
６．選挙後の情勢

（１）外交

１－１．NATO加盟

NATO加盟に関しては、1997年に正式招聘された他のV4諸国に遅れをとっていたが、今回のサミットでは、ブッシュ米大統領の意向もあり、スロバキアを含む7カ国という史上最大規模の拡大が行われた。スロバキアは、メチアル政権期の欧米諸国の批判もあり、今次総選挙で、もしメチアル党首が首相に再就任する、またはHZDSが与党に入る、といった事態が起こった場合、NATO加盟はありえない、と事前に再三の警告を受けていたが、結果としてHZDSは議会第一党の地位は守ったものの一時の勢いはなく、SDKUが予想外に得票率を伸ばしたことから、ズリンダ第二次政権が成立したため、NATO加盟国は一致してスロバキアのNATO加盟を認めた。

１－２．EU加盟

　　一方、EU加盟交渉は12月のコペンハーゲン・サミットで全項目について交渉が終了した。各候補国ともぎりぎりまで交渉を引き延ばし、補助金の金額を少しでも増やそうとしていたが、スロバキアは早々と交渉を終え、EU加盟を確実なものとした。

　　また、スロバキアにとってほぼ最後の難関と考えられていたEU加盟の是非を問う国民投票が5月16、17日に行われた。チェコなどの近隣諸国と比べ、政府は大々的なキャンペーンを直前まで行わず、広報不足に対する不満の声や、国民の関心の低さがささやかれていた。スロバキアでは国民投票が有効となるために必要な投票率は全有権者数の50％以上であり、それ以前に行われた国民投票は投票率の低さから一度も有効となっていなかった。しかし、院内政党はすべてEU加盟に賛成の立場を取っており、事前の世論調査でもEU加盟に賛成する声は圧倒的多数であったので、焦点は投票率が50％に達するかどうかであった。投票終了2時間前の投票率が48％と報じられ、最後まで投票率が懸念されていたが、結局、投票率52.15％、賛成92.46％で今回初めて国民投票が成功した。

スロバキアは2004年5月の正式加盟に向けて準備を重ねている。
（２）内政

　　内政では、制度改革の動きが本格化し始めている。まず、最初に決定されたのは健康保険制度改革であった。それまでは社会主義時代の制度をほぼそのまま踏襲し、国民の医療費は健康保険で全て賄い、窓口では料金の徴収は一切行われていなかった。しかし、保健省の赤字は膨らむ一方であり、各病院は深刻な財政難に悩まされており、早急な改善が必要であった。今までの制度を改め、6月から診察料、入院費、救急車利用料などに関し、窓口での診療請求を始めた。

　　税制改革では、手始めに2003年1月から現行の付加価値税を23％のものを20％に引き下げ、10％のものを14％に引き上げて、実質的な増税を行った。
　と同時に、選挙のために据え置きされていた電気・ガスなどの光熱費がいっせいに値上げされた。また、7月からはタバコ、ガソリン、アルコールなどにかかる物品税も引き上げられることが決定した。ミクローシュ財務相はさらに付加価値税を一律に19％にして直接税を減らし、間接税収入を増やしていく構想を掲げている。

　　社会保障制度改革は、失業問題の緩和と年金制度改革が大きな柱である。失業問題については、第一次ズリンダ政権期に19％程度にまで上昇した失業率を減少させることが必要である。それに伴う失業保険の国庫負担は現在でもかなり大きく、これまでは比較的簡単に失業保険を受け取ることができ、失業者として登録して給付を受けながら仕事をするというケースもあったが、手続きを厳しくした結果、失業率は2003年5月現在で14%程度まで下がっている。
また、カニーク労働・福祉・家族相はいくつもの意欲的な労働法改正案を提出していたが、労働組合などの反対もあって、なかなか案は通過しなかった。しかし、5月、ようやく改正案が議会を通過し、短期のフレキシブルな雇用の創出、残業時間の増加などを可能して雇用機会拡大を目指す法律が施行された。

（３）各政党の動き

　１－１．連立与党

　　中道右派政権として新たにスタートした4党の連立政権であるが、KDH、ANOの間で常に対立が続いている。保守のKDHとリベラルなANOの主張の違いと政治権力争いが対立を引き起こしている原因であると思われるが、いずれも連立崩壊の危機には達していない。

　　また、在外ハンガリー人の保護を目的とした地位法の問題は、スロバキアでも大きな問題となっている。2002年11月にズリンダ首相がブダペストを訪問した際、地位法そのものを批判し、二国間合意を完全に拒否してハンガリー政府及び連立与党のパートナーであるSMKは首相の頑なな態度に驚きの表情を隠さなかった。それ以来、ハンガリー政府は改正案などを示しているが、スロバキア政府の姿勢は基本的には変わっておらず、この問題でSMKがどのような姿勢を示すかも注目される。

１－２．HZDS

　　総選挙で政権を取れなかったHZDSは再生の道を探っていたが、2003年1月にトカーチ元副党首がイラク派兵に対する他の10人のHZDS議員を伴ってHZDS議員クラブを抜け、無所属議員となった。この結果、HZDSは25議席となり、議会第一党の地位をSDKUに譲ったばかりか、野党としてもSmerと同等の勢力となってしまった。

　　トカーチ元副党首に追随した中には、ジアク副党首（当時）も含まれており、HZDメンバーを含め、以前にHZDSを支えていた幹部のほとんどがHZDSから抜けてしまった。トカーチ議員は3月にLU（人民連合）
を設立し、議会内の新しい勢力となった。

　　

　１－３．Smer

　　　総選挙で同じくSDKUに後れを取り、野党に甘んじることになったSmerは健全野党としての地位を固め始めた。フィツォ党首は選挙前と同様に、事あるごとに政府への批判を繰り返し、中道右派政権への対抗勢力となるためにSmer自身は中道左派の道を目指すことを意識し始めた。

　　　選挙後の世論調査でもフィツォ党首は政府への批判票を集め、彼自身及びSmerの支持も選挙時より高くなっている。　　
７．結びに代えて

　　スロバキアの政治状況は98年以降大きく変わった。メチアル政権末期にはその非民主主義的政治から欧米諸国の批判を受け、政治的孤立を経験した後のズリンダ政権の課題は山積みであった。NATO及びEU加盟という中東欧諸国の共通の目標に向けて周辺諸国が順調に歩を進めている中で、スロバキアはその歩みに乗り遅れていた。また、共産主義政権崩壊後、連携を強めていたV4諸国とも、ハンガリー系住民の扱いなどをめぐってハンガリーとの関係が悪化するなど、スロバキアの孤立状態はどんどん進む一方であった。その流れを変え、欧米諸国との外交関係を回復し、NATO、EU加盟という大きな目標を数年で達成したズリンダ政権の功績はかなり大きい。

　　しかし、外交に力を注ぎ、EU加盟交渉を次々と終了させることに集中してきた結果、国内事情との齟齬が見られるようになっている。これまでは物価も安定しており、社会保障制度も国の負担が高く、他国に比べ手厚い制度であったが、来年に迫ったEU加盟、及びユーロ導入に向けて抜本的な内政改革が必要である。現政府は急進的な改革を行うことが求められているが、すでに政権樹立半年を過ぎ、物価の高騰、相次ぐ増税など、国民への負担は確実に増している。一方、EU加盟後のスロバキアの地位も模索しなければならない。これまではEU加盟という大きな共通の目標の下に内政でも外交でも一本化を図ることは用意であったが、今後は内政問題を初めとして様々な意見が対立し、国民の不満が噴出することも考えられるであろう。そうした意味で、第二次ズリンダ政権は前政権期よりも難しい舵取りを迫られているといえる。

　　

表1
	政党
	得票率（％）
	議席数

	HZDS
	19.50　
	36

	SDKU
	15.09
	28

	Smer
	13.46
	25

	SMK
	11.17　
	20

	KDH
	8.25
	15

	ANO
	8.01
	15

	KSS
	6.33　
	11

	PSNS
	3.65
	－

	SNS
	3.33　
	－

	HZD
	3.28
	－

	SDA
	1.80
	－

	SDL’
	1.36　
	－

	その他
	4.77
	－

	　計
	100
	150


注１）統計は得票率1％以上を得た政党のみ

出典：Štatistický úrad SRより作成。

表２　地方住民
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地方住民


	ＨＺＤＳ
	ＳＤＫＵ
	Ｓｍｅｒ　
	ＳＭＫ
	ＫＳＳ
	ＡＮＯ
	ＫＤＨ
	ＰＳＮＳ
	ＨＺＤ
	ＳＮＳ

	22.50%
	9.10%
	12.00%
	14.80%
	6.90%
	7.20%
	8.70%
	4.30%
	3.20%
	3.20%


　出典：TASRより作成。

表３　都市住民
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都市住民


	SDKU
	HZDS
	Smer
	ANO
	KDH
	SMK
	KSS
	HZD
	SNS
	PSNS

	21.30%
	16.50%
	14.90%
	8.90%
	7.90%
	7.50%
	5.70%
	3.40%
	3.40%
	3.00%


出典：TASRより作成

表4　地方別得票率

ブラチスラヴァ地方

	政党
	SDKU
	HZDS
	Smer 
	KDH
	ANO
	SMK 
	KSS

	得票率％
	25.71
	13.40
	12.87
	7.47
	7.33
	6.60
	3.75


　

トルナヴァ地方

	政党
	SMK
	HZDS
	Smer
	SDKU
	KDH

	得票率％
	26.79
	16.62
	12.86
	12.82
	7.48


トレンチーン地方

	政党
	HZDS
	Smer
	SDKU
	KDH
	ANO
	KSS
	SNS
	HZD
	PSNS

	得票率％
	31.20
	15.80 
	11.40 
	8.10 
	6.10 
	6.10 
	5.50 
	4.00 
	3.80 


ジリナ地方

	政党
	HZDS
	Smer
	SDKU
	KDH
	PSNS
	ANO
	KSS
	HZD
	SNS
	SDA

	得票率％
	26.80
	13.97
	11.44
	10.68
	8.98
	7.15
	5.67
	4.62
	3.65
	1.46


ニトラ地方　

	政党
	SMK
	HZDS
	Smer
	SDKU
	ANO
	KDH
	KSS
	SNS
	HZD

	得票率％
	30.30
	17.90
	12.40
	9.40
	6.10
	5.30
	4.30
	3.60
	2.70


　

バンスカー・ビストリツァ地方

	政党
	HZDS
	SMK
	Smer
	SDKU
	ANO
	KSS
	KDH
	PSNS
	HZD
	SNS

	得票率％
	18.06
	13.99
	13.47
	11.94
	10.30
	8.58
	4.98
	4.11
	4.10
	3.55


コシツェ地方

	政党
	SDKU
	SMK
	HZDS
	Smer
	ANO
	KSS
	KDH

	得票率％
	16.70
	13.90
	13.20
	12.80 
	11.50 
	7.90 
	7.70 


プレショウ地方

	政党
	HZDS
	SDKU
	KDH
	Smer
	ANO
	KSS
	PSNS
	HZD
	SNS
	SDL’

	得票率％
	19.28
	14.94
	14.04
	13.74
	10.22
	9.14
	3.26
	2.48
	2.12
	1.75


出典：TASRより作成

表５：男性の得票率
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男性


	HZDS
	SDKU
	Smer
	SMK
	KSS
	ANO
	KDH
	PSNS
	HZD
	SNS

	19.90%
	14.60%
	13.90%
	11.30%
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	7.20%
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	4.40%
	3.30%
	3.00%


出典：TASRより作成

表６：女性の得票率
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	HZDS
	SDKU
	Smer
	SMK
	KDH
	ANO
	KSS
	SNS
	HZD
	PSNS

	19.10%
	15.70%
	13.00%
	11.10%
	9.40%
	8.80%
	5.10%
	3.70%
	3.10%
	3.00%


　　出典：TASRより作成
表７：若年層（18～30歳）
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	出典：TASRより作成

表８：中年層（31～60歳）
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系列1
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表9：高年齢層（61歳～）
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表10：学生
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出典：TASRより作成

表１１：年金生活者
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出典：TASRより作成

表１２：失業者
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出典：TASRより作成

表１３：農業従事者
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出典：TASRより作成

表14：労働者
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出典：TASRより作成

表15：会社員
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出典：TASRより作成

表16：管理職
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表17：事業主・小売業
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　出典：TASRより作成

表18：義務教育修了者
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出典：TASRより作成

表１９：高等教育修了者
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表20：大学卒業者
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スロバキア年表（1993～2003）

1993年1月　　スロバキア共和国成立。

　　　  2月　　コヴァーチ初代大統領選出（～1998）。

1994年2月　　チェコ、ハンガリー、ポーランドと共にCEFTAに関する共同宣言調印。

3月　　第２次メチアル内閣崩壊。モラウチーク内閣成立。

　　　　9月　　国民評議会総選挙。HZDS勝利。

　　　 12月　　第3次メチアル内閣成立。

1995年3月　　ハンガリーとの善隣友好条約調印。　

　　　11月　　少数民族言語の使用を制限する「言語法」が議会を通過。

1997年5月　　NATO加盟及び大統領直接選挙制度の導入の是非を問う国民投票が行われるが、棄権多数で無効に終わる。

1998年3月　コヴァーチ大統領任期満了。大統領不在となり、メチアル首相に権限が集中。

　　　　9月　国民評議会選挙。第一次ズリンダ内閣成立。

1999年5月　憲法改正により、大統領直接選挙制を初めて実施し、シュステル大統領を選出。　

2000年1月　ズリンダ首相、SDKUを結党。

7月　OECD加盟　　　

2002年9月　国民評議会総選挙。

　　　10月　第二次ズリンダ政権発足。
　　　11月　プラハNATOサミットに正式招請を受ける。

　　　12月　コペンハーゲン欧州理事会でEU加盟交渉終了。　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
� Hnutie za demokratické slovensko　1989年の民主革命の際に結成された市民運動「暴力に対する公衆Verejnosti proti násilie」から1991年5月に分裂した民族主義的傾向の強い政党。メチアル党首が強い統率力をもってまとめている。


� Slovenská národná strana 　排斥主義的主張を打ち出している極右政党。


� Kresťanskodemokratické hnutie


� Strana demokratickej ľavice,旧共産党の後継政党。


� Demokratická únia


� ハンガリー民主キリスト教運動（MKDH）、共生（spolužitie）、ハンガリー市民党（MOS）


� 得票率34.96％


� Združenie robotníkov Slovenska 


� 1990年からのメチアル政権を第一次政権とする。


� ドナウ=ヨーロッパ史，ｐ．405


�当時の憲法規定により、大統領の選出には議会の5分の3の支持が必要であった。


� メチアル政権期の研究としては、林忠行「共産党体制崩壊後のスロヴァキアにおける『民主主義』と『権威主義』－民主スロヴァキア運動の認識と行動を中心にして－」『日本比較政治学界2002年度研究大会報告論文集』（2002）、90－99を参照。


� Slovenská demokratická koalicia


� Sociálnodemokratická strana Slovenska


� Demokratická Strana


� スロヴァキアの国会で議席を得るための最低得票率は５％であるが、連合の場合、二つの政党の連合の場合は7％以上、3つ以上の政党の連合の場合は10％以上が必要


�   通常は大統領の権限であるが、このとき大統領は不在であり、当時のミガシュ国会議長から指名を受けた。


�  SDK（26.33％、42議席）のほか、SDL（14.66％、23議席）SMK（9.12％、15議席）、SOP（8.01％、13議席）の各政党。


�  Strana Mad´arskej Koalície


�  Strana občianskeho porozumenia  　


� ハンガリー民主キリスト教運動（MKDH）、共生（spolužitie）、ハンガリー市民党（MOS）


� Grigorij Mesežnikov, Miroslav Kollár, Tom Nicholson eds., Slovakia 2000: A Global Report on the State of Society(以下、Slovakia2000); Bratislava 2001, pp.44‐70


� Slovakia 2000, pp.27-28


�　Ⅰ.Uvod, Programové vyhlásenie vlády Slovenskej Republiky 1998；MiroslavKollár a Grigorij Mesežnikov eds；Predsavzatia a skutočnost. Hodnotenie prográmového vahlásenia vlády Mikuláša Dzurindu,Bratislava 2002(以下、Presavzatia) Str.13


� Predsavzatia str.119－120


� Ⅱ．Základné ciele, Programové vyhlásenie vlády Slovenskej Republiky 1998, Predsavzatia,str.121 


�　Predsavzatia,str121 


� このとき加盟候補国となったのは、ポーランド、チェコ、ハンガリー、エストニア、スロベニア、キプロスの6カ国。


� スロバキアのほか、マルタ、ラトヴィア、リトアニア、ルーマニア、ブルガリアの6カ国が新たに交渉を開始した。


� JETRO ユーロトレンド　2002．5　p.122


� 欧米諸国からは間接的にではあるが、メチアル前首相が再び政権につくようなことがあれば、スロバキアのNATO,EU加盟は難しいであろう、という趣旨の警告がたびたび発せられていた。


� Predsavzatia  str.59-62


� 西部のブラチスラバでは失業率が4％前後であるのに対し、南部、及び東部では失業率が25％～30％台となっている。


� 1998年は全国平均12.5％だったのに対し、2001年では19.2％まで増加した。Predsavzatia str.74


� Predsavzatia str.70-73


� tamtéž, str.77


� Slovenská demokratická krešťanská únia


� Aliancia nového občana


� Grigorij Mesežnikov, Ol´ga Gyárfášová a Miroslav Kollár eds., Slovenské vol´by 2002, （以下、Slovenské vol´by 2002, ）str.42－43


� Slovenské vol´by 2002, str.34-35


� Strana demokratická alternatíva　


� Hnutie za demokracie


� Pravá slovenská národná strana


� Slovenské vol´by 2002,, str.55-57


� SME　2002年1月31日


� Slovensko 2002.　str.129


� 2001年ポーランド総選挙はV4諸国の中で最低の46.1%。2002年のチェコ総選挙では史上最低の58％。同年のハンガリーは第一回投票が71％、第二回投票が73％と史上最高、V4内でも最も高い投票率であった。Slovenské voľby 02 str.11-１7 　


� Slovenské voľby 02  str.67- 71


� スロバキア国会は一院制で定数150。全国一区の比例選挙制。


� 詳細は別添の表１を参照のこと。


� 詳細は別添の表2を参照のこと。


� 詳細は別添の表３を参照のこと。


� 詳細は別添の表4を参照のこと。


� 詳細は別添の表5を参照のこと。


� 詳細は別添の表6を参照のこと。


� 詳細は別添の表7を参照のこと。


� 詳細は別添の表8を参照のこと。


� 詳細は別添の表9を参照のこと。


� 詳細は別添の表10を参照のこと。


� 詳細は別添の表11を参照のこと。


� 詳細は別添の表12を参照のこと。


� 詳細は別添の表13を参照のこと。


� 詳細は別添の表14を参照のこと。


� 詳細は別添の表15を参照のこと。


� 詳細は別添の表16を参照のこと。


� 詳細は別添の表17を参照のこと。


� 詳細は別添の表18を参照のこと。


� 詳細は別添の表19を参照のこと。


� 詳細は別添の表20を参照のこと。


� Slovenské voľby 02, str.42－44


� Grigorij Mesežnikov eds., Povolebné Slovensko Verejná mienka, politickí aktéri,médiá Bratislava2003(以下、Povolebné Slovensko) str.74


� Pravda、5月19日号


� Pravda、5月29日号


� Povolebné Slovensko str.77-82 


� Lˇudová únia 


� Povolebné Slovensko ,str.75 
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